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第 55回全日本教職員弓道選手権大会「神奈川・横浜大会」実施要項 
 

主  催 全日本教職員弓道連盟・（公財）全日本弓道連盟 

後  援 スポーツ庁・その他申請中 

主  管 神奈川県弓道連盟・神奈川県教職員弓道連盟 

期  日 令和 6 年 8 月 10 日（土）・11 日（日） 

競技会場 シンコースポーツ神奈川県立武道館内弓道場 

神奈川県横浜市港北区岸根町 725 TEL 045-491-4321 

競技種目 近的競技（36ｃｍ霞的使用、的中制、団体戦・個人戦とも予選は立射、決勝は坐射で行う） 

競技種類 団体競技・個人競技 

競技種別 男子の部・女子の部 

参加資格 団体競技は、都道府県教職員弓道連盟に登録された教職員及びその OB・OG 会員で編成され 

ていること。 

個人競技は、都道府県教職員弓道連盟に登録された教職員及びその OB・OG 会員であること。 

参加制限 （１）団体 1 チーム 3 名、各都道府県とも男女各 5 チームまで。 

OB・OG と現役との混成は認めるが、男女混成は認めない。 

（２）前年度優勝チームを有する都道府県教職員弓道連盟は上記と別に 1チーム参加できる。

（必ず優勝旗を返還に来ること） 

（３）主管都道府県は男女各 10 チームまで参加できる。 

（４）個人競技の参加人数は制限しない。 

参 加 料 団体・個人とも１人あたり 4,000 円とし、参加申込と同時に納入すること。 

日  程 （１）全国学校弓道指導者研究協議会：神奈川県立武道館内会議室 

8 月 9 日（金）13:30～ 

     （２）レセプション 

        8 月 9 日（金）18:30～ 

（２）大会受付：神奈川県立武道館玄関ロビー 

8 月 9 日（金）12:00～16:00 

8 月 10 日（土）9:00～16:00   

8 月 11 日（日）8:00～10:00 

（３）監査･常務理事会･理事会：神奈川県立武道館内会議室 

8 月 10 日（土）8:30～ 

（４）開会式：神奈川県立武道館内弓道場 

8 月 10 日（土）13:00～ 

（５）競技：神奈川県立武道館内弓道場 

8 月 10 日（土）13:40～ 女子団体予選、男子団体予選 

8 月 11 日（日） 8:30～ 男子個人予選、女子個人予選 

男子個人決勝、女子個人決勝 

男女団体決勝トーナメント 

（６）閉会式：神奈川県立武道館内弓道場 

8 月 11 日（日）競技終了後 

（７）特別教員臨時中央審査会：神奈川県立武道館内弓道場 

8 月 12 日（月・祝）9:00～ 

競技方法 （１）団体競技 

① 予選は各選手 4 射、計 12 射を行い、男子は上位 16 チーム、女子は上位 8 チーム 

を決勝進出とする。 

② 決勝はトーナメント方式で行う。抽選によって組み合わせを決定し、各選手 2 射、 

計 6 射の的中数で勝敗を決する。 

③ 決勝トーナメント進出チームの決定、および決勝トーナメントで同中の場合は、各 

選手 1 射、計 3 射の競射で勝敗を決する。 
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（２）個人競技 

① 各選手 4 射を行い、男子 3 中以上、女子 2 中以上を決勝進出とする。団体競技出 

場者は、団体競技予選成績をもって個人競技の予選成績とする。 

② 決勝は、射詰競射により順位を決定する。決勝 5 射目以降は 24ｃｍ星的を使用す 

る。優勝決定戦以外は遠近競射による。 

（３）その他 

① 坐射が困難な選手は、参加申込用紙「立射申請」の欄に○印を記入すること。参加 

申込用紙を提出した後は、規定の立射申請書を提出のこと。 

② 団体競技の制限時間は、予選は 3 人立各自 4 射計 12 射で立射 6 分以内。決勝は 3 

人立各自 2 射計 6 射で坐射 4 分以内とする。個人競技においては、制限時間超過 

による残り矢の無効・失権の扱いはしないが、「会打起し」を励行する。団体予選 

における制限時間超過による残り矢は、団体成績のみ無効･失権とし、個人競技と 

しては有効とする。 

③ 団体予選、個人予選、個人決勝は 3 人立 4 射場で行う。団体決勝トーナメントは、 

決勝及び準決勝は 3 人立 2 射場で行い、それ以外は４射場で２試合同時に行う。 

ただし、試合の進行により変更する場合がある。 

④ 団体競技出場選手の変更は、理事総会までに所定の用紙に記入の上、大会事務局に 

に届け出ること。なお、選手の変更は、個人戦参加選手として登録された選手の中 

からのみとする。それ以外は受け付けない。別チーム間の選手変更は禁止とする。 

競技開始後の選手交代は認めない。競技開始後の欠員は、半数を割らない限り団体 

として認める。本大会における団体競技は個人競技を兼ねるので、欠員により団体 

として認められない場合もプログラム立順のとおりに行射し、個人成績のみを有 

効とする。 

⑤ この要項に定める規定以外については「（公財）全日本弓道連盟競技規則」による。 

⑥ 参加者は健康保険証を持参してください。熱中症対策（水分補給等）の準備をして 

ください。健康に留意し、無理をして参加しないようにしてください。 

⑦ 競技における矢取りのご協力をお願いする場合があります。 

表  彰 （１）団体競技は、1 位、2 位、3 位（2 チーム）までを表彰する。 

（２）個人競技は、1 位から 10 位までを表彰する。6 位から 10 位は賞品のみとする。 

申込方法 （１）各都道府県理事宛に参加申込用紙・会員登録用紙等をメ－ルで送付する。必要事項等を 

入力したファイルを、都道府県ごとに一括して下記「申込先」にメール添付で送信する。 

電子データの送信ができない場合は郵送で送付する。 

（２）参加申込と同時に、都道府県負担金 10,000 円、大会参加料 1 名 4,000 円、研究協議会 

参加費１名 2,000 円を、都道府県ごとに一括して下記「送金先」に振り込む。 

（３）弁当、レセプションの申込は別紙案内による。 

（４）今大会においては、宿泊の斡旋は行わない。 

申込方法  各種申し込み・登録と宿泊以外の費用の振り込みは 6 月２0 日（木）までにお願いします。

送 付 先  連絡先のアドレスに電子メールでご提出ください。「件名」を都道府県名としてください。 

電子メールの送信ができない場合のみ、郵送にて送付してください。 

送 金 先  大会参加料・研究協議会参加費・各都道府県負担金について 

（レセプション・弁当代は、別途案内の旅行業者口座に振込） 

金融機関 横浜銀行 店名 港南台支店 店番３４６ 

普通預金 口座番号 ６１８４７６９ 

名  義 神奈川県教職員弓道連盟（ｶﾅｶﾞﾜｹﾝｷｮｳｼｮｸｲﾝｷｭｳﾄﾞｳﾚﾝﾒｲ） 

備  考  万一参加申込受付後に大会が中止となった場合、記念品･プログラムの作成にかかった実費 

を選手にご負担頂くことがありますので、その節は何卒ご了承下さい。 

 

申し込み・問い合わせ先（大会事務局） 

神奈川県立横浜明朋高等学校 江副 元気 

〒234-0054 神奈川県横浜市港南区港南台９丁目１８−１ 

TEL：045-836-1680 FAX：045-835-1248  

メールアドレス ezoe-x8u@pen-kanagawa.ed.jp 



第 19回 全国学校弓道指導者研究協議会 実施要項  

 

１ 主   催  全日本教職員弓道連盟 

２ 後   援  スポーツ庁・公益財団法人全日本弓道連盟 

３ 主   管    神奈川県教職員弓道連盟 

４ 趣   旨   学校教育におけるクラブ活動等における、指導内容や指導方法について、互いに 

研修・研究を深め、生徒の学校生活がより充実したものとなるような指導力を身に 

付ける。 

 

５ 対 象 者  １）全日本教職員弓道連盟会員  

              ２）（公財）全国高等学校体育連盟加盟校の教職員 

          ３）校長が認める学校弓道の指導者（外部指導者の場合は賠償・傷害保険に加入） 

 

６ 実施日時  令和６年８月９日（金） 13:30～（13:10より受付） 

 

７ 場  所   シンコースポーツ神奈川県立武道館内会議室 

〒222-0034 神奈川県横浜市港北区岸根町 725 TEL 045-491-4321 

 

８ 参 加 費  １人 2,000円 

 

９ 日   程    13:10 受付 

             13:30  研究協議会 

 

司会：江副 元気  神奈川県教職員弓道連盟会長 

 

         開会の挨拶：富田 満秋 全日本教職員弓道連盟会長  

 

         講師紹介 ：依田 敏和 神奈川県弓道連盟会長 

                 

                     「講演」 講師：増渕 敦人 全日本教職員弓道連盟顧問、範士八段 

演題：『私の弓道指導法』 

 

              15:45 休憩 

 

              16:00 「質疑応答・協議」意見交換会 

 

               16:30 「講 評」：未定 

                 

              閉会の挨拶：富田 満秋 全日本教職員弓道連盟会長 

            

               16:50 「解散」 参加者アンケート提出 



第５５回全日本教職員弓道選手権大会神奈川･横浜大会 

＜大会参加・レセプション・弁当のご案内＞ 

 

拝啓 皆様方におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

 この度、「第５５回全日本教職員弓道選手権大会（神奈川･横浜大会）」が神奈川県横浜市を中心に開催され

ますことを心よりお祝い申し上げます。 

開催に伴い、同大会の参加・レセプションのご案内及びお手配を株式会社アイコウ愛光ツーリストにてお

取扱いさせていただくことになりました。ご参加の皆様には、十分ご検討のうえ、期日までにお申込み下さ

いますよう、ご協力お願い申し上げます。皆様のご利用を心よりお待ち申し上げております。 

敬具 

                                 株式会社アイコウ 

愛光ツーリスト 

取締役 神谷 誠 

 

＜大会会場＞ 

① 競技会場 

神奈川県立武道館  神奈川県横浜市港北区岸根町725 TEL045-491-4321 
② 開会式 

③ 指導者 

研究協議会 

④ レセプション 中華街北京烤鴨店 
神奈川県横浜市中区山下町191-10市場通り     

TEL 045-305-6677 

 

 

 

２．弁当のご案内  

   希望者には競技会場(神奈川県立武道館)にて、お弁当を用意いたします。 

（弁当をご希望の方は、申込書にご記入下さい。） 

    ８月１０日（土） 代 金：１,０６０円（シュウマイ弁当・お茶付（紙パック） 

     ８月１１日（日） 代 金：１,１８８円（修旅５中華弁当・お茶付（紙パック） 

 

３．レセプションのご案内 

  日時：令和６年８月９日（金） １８：３０～ 

  会場：横浜中華街北京烤鴨店 

  会費：６，９００円（レセプションをご希望の方は、申込書にご記入ください。） 

 

４．申込み方法・回答・お支払いについて 

（１）お申込み方法 

   お弁当・レセプションのお申込みについては、同封の申込書に必要事項をご記入いただき、下記の申

込先（㈱アイコウ愛光ツーリスト【 FAX : 045－323－1415 】）まで、FAXにてお申し込み下さい。 

 



（２）お申込み受付・締切 

   ６月２０日（木) １５時迄で承ります。 

 

（３）ご回答 

    ６月中旬から７月初旬にかけて、予約回答書・請求書等を順次郵送致します。 

 

（４）お支払い方法 

   請求書をお受け取りになられましたら、２０２４年７月１０日（水）までに、請求書に記載された   

指定口座へお振込み願います。 

   ※お振込手数料は、お客様のご負担でお願い致します。 

 

（５）変更及び取消 

   お申込み後に変更・取消をされる場合は、必ず書面（FAX又は郵送）でご連絡下さい。 

   以下の期間に取消をされる場合、下記の取消料を申し受けますので、ご了承下さい。 

   土・日・祝祭日・営業時間外の変更・取消は、翌日の営業日受付となります。 

   変更・取消による返金は、大会終了後、1ヶ月を目処とさせていただきます。 

取消料 20日前～７日前 ６日前～２日前 前日 当日及び無連絡 

昼食弁当 ― 20％ 100％ 100％ 

レセプション ― 20％ 100％ 100％ 

 

（６）お申込み・お問い合わせ先 

   お申込状況やレセプション・お弁当代金について 

 
 

(株)アイコウ 愛光ツーリスト 横浜本社 

「第５５回 全日本教職員弓道選手権大会 神奈川･横浜大会」係 

〒220－0023 横浜市西区平沼２－１１－３３ アイコウビル３階 

担当 神谷 誠 

TEL ０４５－３２３－２７２７   FAX ０４５－３２３－１４１５ 

営業時間 平日：９：３０～１８：００（土・日・祝日は休業日となります） 



１． 主　　催 公益財団法人全日本弓道連盟
２． 主　　管 神奈川県弓道連盟
３． 期　　日 令和６年８月１２日（月）
４． 会　　場 神奈川県立武道館弓道場

〒222-0034　神奈川県横浜市港北区岸根町７２５

ＴＥＬ：０４５－４９１－４３２１

　ＪＲ「新横浜駅」より横浜市営地下鉄「湘南台」方面行乗車、「岸根公園駅」下車後、徒歩約３分。
５． 審査種別 初段・弐段・参段・四段・五段・六段・錬士
６． 受審資格 現在、学校及び教育委員会に在籍する教職員で、次の事項に該当する者。

（１）幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校の教職員。
　　　非常勤講師は年間任用者で授業を担当している者。
　　　常勤の事務職員は受審できない。
（２）大学及び高等専門学校の在籍は、教授、准教授、助教、助手及び講師で常勤している者。
　　　常勤の事務職員は受審できない。
（３）教育委員会の在籍は、教員身分の指導主事及び指導員で常勤している者。
（４）第５５回全日本教職員弓道選手権大会に参加予定の者。
（５）弐段　令和６年３月１２日までの初段合格者
　　　参段　令和６年３月１２日までの弐段合格者
　　　四段　令和６年３月１２日までの参段合格者
　　　五段　令和６年３月１２日までの四段合格者
　　　六段　令和５年８月１２日までの五段合格者
　　　錬士　令和５年８月１２日までの五段合格者
　　　　※第一次審査通過者の取扱いについては、「令和６年度中央審査会受審にあたって」
　　　　　５.申込手続き（４）を参照のこと。

７． 学科試験 ・学科試験に代わり、課題のレポート提出とする。
・レポートは自筆で、指定様式(Ａ４版)１枚にまとめ、審査申込書とともに提出のこと。
・レポートには必ず課題を記入の上、解答すること。
・レポートの受審番号・採点欄は空欄のままとして提出のこと。
【レポート課題】

初段 １．「射法八節」を順に列挙し、「引分け」を説明しなさい。
２．弓道を通じてどのようなことを学びたいと思いますか。

弐段 １．（立射での）「矢番え動作」について説明しなさい。
２．弓道が他のスポーツと異なる点について述べなさい。

参段 １．「取り矢」の仕方について説明しなさい。
２．日常修練で苦労していること、その取り組みについて述べなさい。

四段 １．「五重十文字」について説明しなさい。
２．「基本体の必要性」について述べなさい。

五段 １．「引く矢束引かぬ矢束にただ矢束」について説明しなさい。
２．各種「ハラスメント」についてどのようなことを心掛けていますか。

六段 １．間について述べなさい。
２．射即人生ということについて述べなさい。

錬士 １．足踏みと引分けの関連性について述べなさい。
２．射礼の精神と意義について述べなさい。

８． 締 切 日 令和６年６月１２日（水）厳守
９． そ の 他

確認すること。

令和６年度【神奈川】特別教員臨時中央審査会　実施要項

以上

本連盟ホームページに掲載の「審査規程」及び「令和６年度中央審査会受審にあたって」を

ＪＲ「横浜駅」より横浜市営地下鉄「あざみ野」方面行乗車、「岸根公園駅」下車後、徒歩約３分。


